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自己紹介

氏 名 : 髙野孫左ヱ門（18代目 旧名：総一 2009年戸籍改名）

生年月日 : 1956年7月22日

職 業 : ㈱吉字屋本店、山梨トヨペット㈱ 代表取締役社長

学 歴 : 1979年 上智大学経済学部 卒業

所 属 : 国際ロータリー第2620地区 甲府ロータリークラブ

職業分類 : 石油製品販売業

認 証
ロータリー財団 ：メジャードナー（３） ベネファクター

米山記念奨学会：メジャードナー

ロータリー歴

1988年7月 甲府ロータリークラブ 入会

2002－03年 RID2620 ロータリー財団委員会 委員長

2006－07年 甲府ロータリークラブ 会長

2012－13年 RID2620 ガバナー

2017－20年 RID2620 審議会代表議員

2013－16年 公財）ロータリー米山記念奨学会選考委員会 委員

2016－19年 公財）ロータリー米山記念奨学会広報委員会 委員

2017－ 公財）米山梅吉記念館 理事

2020－22年 ロータリーの友委員会 副委員長

2014－17年 国際ロータリー公共イメージコーディネーター

2018／19年 国際ロータリー研修リーダー

2019年 Zone1A,2,3 GETSチームリーダー



自己紹介

実は、祖父も父もロータリアン！

→ 祖父は甲府ロータリークラブ（1950年創立）の
チャーターメンバー！

→ 父は1982-83 RID262 ガバナー

☆共に 生涯ロータリアン！

何故、両名共に 生涯ロータリアン だったのだろうか？

何故、後継者をロータリー活動に招き入れたのだろうか？

「奉仕」とは、他者への働きかけであるように見えて、実は自分との戦い

であり、結果として心の豊かさが与えられるもの
見いだせるのは「利他主義」がもたらす果実



自己紹介

One profit most, who serves best



ロータリアンへの質問

☆ロータリークラブはどのような事をしているのですか

自ら従事している職業が、所在する地域社会の中で役に立つ、ためになるものと
なるよう、日々研鑽努力している人たち。 →人間力を磨き上げている!!

☆ロータリークラブの会員とはどのような人達ですか

上記のような人々が交流することによりお互いの研鑽を行う場として例会を開
催している。また、その人たちが一体となり、地域社会・世界が必要とする事に
応える活動を行っている。

☆なぜロータリークラブに入会しましたか
誘われたから。 奉仕の機会を探していた。 ロータリーに入りたかったから。



ロータリアンへの質問

☆なぜロータリークラブ会員であり続けているのですか
理念と指針、あるいは活動が自らの価値観と一致している。 居心地が良い。

☆あなたのクラブを代表する活動は何ですか？

地域社会の中にあって実施してきた「よいこと」を、会員歴の長短に関わらず

共有する機会を設けてみることが必要。



トヨタ自動車・豊田章男社長のコメント
「100年に一度」と言われる大変革の時代に直面し、
全世界におけるトヨタグループの新車販売台数が
1000万台を超えた今、私たちには、既存のビジネス
を維持・発展させながら、「モビリティカンパニー」への変
革に挑戦することが求められております。（2018年）

洪水で１０６人死亡＝「１００年に１度」の豪雨
－インド南部
インドは例年、雨期に大きな被害を受けるが、今年は
「100年に１度」（タイムズ紙）の豪雨が南部で降り
続いている。（2018年）

パンデミック100年周期説
1720年:ペスト、1820年:コレラ、1920年：スペイン
風邪、2020年:新型コロナ。1920年には当時の世界
人口20億人のうち5億人が感染し1億人近くが亡くなっ
た。そして今、社会は「情報・非接触、利己」に変貌？

100年に一度の・・・



1920年10月20日

東京ロータリクラブ 創立総会開催
（東京ロータリークラブHPより）

100年に一度の・・・

それから100年
日本のロータリー100年
は何を生み出すか

それから100年
貴方のクラブはどのよう
に変化対応するのか



地 区

３４

ゾーンロータリークラブ
世界： 36,158クラブ

1,217,616人
(2020年5月）

国内： 2,248クラブ
88,309人

（2020年4月）
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ビジョン声明ロータリーの目的 中核的価値観四つのテスト 戦略計画

元気なクラブづくり（戦略計画）推進 ＋ ポリオ根絶
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・行動計画

バリー・ラシン マーク.D.マローニ ｼﾞｪﾆﾌｧー・ジョーンズシェカール メータホルガー･クナーク



ウィリアム Ｂ.ボイド ジョン・ケニー李東建ウィルフリッド J.ウィルキンソン ﾚｲ･ｸﾘﾝｷﾞﾝ･ｽﾐｽ

ロンＤ・バートン ゲイリーC.Ｋ.ホァン田中 作次カルヤン・バネルジー K.R. ラビンドラン

バリー・ラシン マーク.D.マローニイアン H.S. ライズリージョン F.ジャーム ホルガー･クナーク

歴代RI会長とテーマ・ロゴ

Be a gift to the world



1999-2000 カルロ・ラビッツア ロータリー 2000：活動は―堅実、信望、持続

2000-01 フランク J. デブリン 意識を喚起し＝進んで行動を

2001-02 リチャード D. キング 人類が私たちの仕事

2002-03 ビチャイ・ラタクル 慈愛の種を播きましょう

2003-04 ジョナサン .マジィアべ 手を貸そう

2004-05 グレン E. エステスシニア ロータリーを祝おう

2005-06 カール・ヴィルヘルム・ステンハマー 超我の奉仕

2006-07 ウィリアム B. ボイド 率先しよう

2007-08 ウィルフリッド J.ウィルキンソン ロータリーは分かちあいの心

2008-09 李東建 夢をかたちに

2009-10 ジョン・ケニー ロータリーの未来はあなたの手の中に

2010-11 レイ・クリンギンスミス 地域を育み、大陸をつなぐ

2011-12 カルヤン・バネルジー こころの中を見つめよう 博愛を広げるために

2012-13 田中 作次 奉仕を通じて平和を

2013-14 ロン D. バートン ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を

2014-15 黄其光 ロータリーに輝きを

2015-16 K. R. ラビンドラン 世界へのプレゼントになろう

2016-17 ジョン F. ジャーム 人類に奉仕するロータリー

2017-18 イアン H.S. ライズリー ロータリー：変化をもたらす

2018-19 バリー・ラシン インスピレーションになろう

2019-20 マーク・ダニエル・マローニー ロータリーは世界をつなぐ

2020-21 ホルガー・クナーク ロータリーは機会の扉を開く

歴代RI会長とテーマ・規定審議会

・職業分類運用柔軟化
・サイバークラブプロジェクト
・DLPの参加奨励

・ロータリー親睦活動参加は例会出席
・「He profit・・」を

「They profit・・」に変更

・ロータリー財団学友が正会員になれる
・第２標語中「They profit・・・」を

「One profit・・・」に変更

・青少年奉仕」が第５部門となる
・第２標語を第２モットーとする
・決議23-34第１項を奉仕の哲学と定義

・「衛星クラブ」を認める
・現職に無い人を正会員と認める
・RI戦略計画の実行をRI理事任務とする

・メイクアップルールの柔軟化
・ローターアクトクラブを

国際ロータリの会員として認める

・例会の頻度・形式・出席の柔軟性
・会員種類の柔軟性
・ローターアクターの二重会員身分を認める



ロータリーのエッセンス（本質）



国際ロータリーの変化認識



ロータリーの新しい「ビジョン声明」

ビジョン声明
私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、

持続可能な良い変化を
生むために、人びとが手を取り合って行動する

世界を目指します。

Vision Statement
Together, we see a world where people unite and 
take action to create lasting change – across the 

globe, in our communities, and in ourselves.



戦略計画立案の優先事項と目的

ビジョン達成のための優先事項
2019 2020 2021 2022 2024 2025

・ポリオを撲滅し、残された資産を活用する

・ロータリーのプログラムおよびロータリーが提供する体験に焦点を当てる

・活動成果を挙げて、それを測る能力を高める

・会員基盤と参加者の基盤を広げ、多様化する

・ロータリーへの新しい経路を創り出す

・ロータリーの開放性とアピール力を高める

・活動成果とブランドに対する認知を築く

・クラブが会員の積極的な参加を促せるよう支援する

・価値を提供するため、参加者中心のアプローチを開発する

・個人的/職業的なつながりを築くための新たな機会を提供する

・リーダーシップ育成およびスキル研修の機会を提供する

・研究と革新、および進んでリスクを負うことへの意志を奨励する文化を築く

・ガバナンス、構造、プロセスを合理化する

・意思決定におけるより多様な考え方を育むために、ガバナンスを見直す

☆より大きなインパクトをもたらす

☆参加者の基盤を広げる

☆参加者の積極的なかかわりを促す

☆適応力を高める



1999-2000 カルロ・ラビッツア ロータリー 2000：活動は―堅実、信望、持続

2000-01 フランク J. デブリン 意識を喚起し＝進んで行動を

2001-02 リチャード D. キング 人類が私たちの仕事

2002-03 ビチャイ・ラタクル 慈愛の種を播きましょう

2003-04 ジョナサン .マジィアべ 手を貸そう

2004-05 グレン E. エステスシニア ロータリーを祝おう

2005-06 カール・ヴィルヘルム・ステンハマー 超我の奉仕

2006-07 ウィリアム B. ボイド 率先しよう

2007-08 ウィルフリッド J.ウィルキンソン ロータリーは分かちあいの心

2008-09 李東建 夢をかたちに

2009-10 ジョン・ケニー ロータリーの未来はあなたの手の中に

2010-11 レイ・クリンギンスミス 地域を育み、大陸をつなぐ

2011-12 カルヤン・バネルジー こころの中を見つめよう 博愛を広げるために

2012-13 田中 作次 奉仕を通じて平和を

2013-14 ロン D. バートン ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を

2014-15 黄其光 ロータリーに輝きを

2015-16 K. R. ラビンドラン 世界へのプレゼントになろう

2016-17 ジョン F. ジャーム 人類に奉仕するロータリー

2017-18 イアン H.S. ライズリー ロータリー：変化をもたらす

2018-19 バリー・ラシン インスピレーションになろう

2019-20 マーク・ダニエル・マローニー ロータリーは世界をつなぐ

2020-21 ホルガー・クナーク ロータリーは機会の扉を開く

歴代RI会長とテーマ・変化対応

より大きなインパクトをもたらす

参加者の基盤を広げる

参加者の積極的なかかわりを促す

適応力を高める

新しい戦略計画

ビジョン声明
私たちは、世界で、地域社会で、そして
自分自身の中で、持続可能な良い変
化を生むために、人びとが手を取り合っ

て行動する世界を目指します。



2020国際協議会



2020-21RI会長テーマ

ホルガー・クナーク氏
ドイツ、

ヘルツォークトゥム・ラウエンブルク・メルン・ロータリークラブ
会員



ホルガー・クナークRI会長エレクトの問いかけ

Grow Rotary

有機的かつ持続可能なかたちで、いかにしてロータリーを
成長させることができるかを考えていただきたい。

ポリオ根絶の取り組によって世界でロータリーへの認識が
高まっているこの機会に、行動を起こさなければなりません。

☞ いかに現会員を維持し、クラブにふさわしい
新会員を募れるか

☞ 立ちはだかる課題に立ち向かうため、いかに
組織を強くできるか

2020IA講演より



いかに現会員を維持し、クラブにふさわしい
新会員を募れるか

Grow Rotary

ホルガー・クナークRI会長エレクトの問いかけ

どのようなクラブを目指すのか長期計画は策定されていますか？

中核的価値観は共有されていますか？

→ 奉仕 親睦 多様性 高潔性 リーダーシップ

新会員を募る理由は共有されていますか？

貴方のクラブはその様に思っていますか？



立ちはだかる課題に立ち向かうため、いかに
組織を強くできるか

Grow Rotary

ホルガー・クナークRI会長エレクトの問いかけ

クラブが直面する課題を３つ挙げてみましょう！

その課題解決に向けてクラブは行動を起こしていますか？

貴方はその行動に参画していますか？

貴方のクラブはその様に思っていますか？



Grow Rotary

ホルガー・クナークRI会長エレクトの問いかけ

数字を掲げて成長を求めるようなことはしません。その理由はごく単純です。これまで数字を掲げ

て成長を求めるたびに、失敗に終わってきたからです。皆さんには、数字にこだわる代わりに、

有機的かつ持続可能なかたちで、

いかにしてロータリーを成長させることができるかを考えていただきたい

と思います。



2020-21ロータリー賞への挑戦



2020-21ロータリー賞への挑戦

ロータリー賞への挑戦にも柔軟性！！

自ら考え目標設定、そして実行

Club Central を利用してのPDCA



ロータリーの醍醐味に触れる

2011年：ニューオーリンズ 2012年：バンコク 2013年：リスボン 2014年：シドニー 2015年：サンパウロ

2016年：ソウル 2017年：アトランタ 2018年：トロント

2019年：ハンブルグ 2020年：ホノルル（中止）



ロータリーの醍醐味に触れる



ロータリーの醍醐味に触れる

2011年：ニューオーリンズ 2012年：バンコク 2013年：リスボン 2014年：シドニー 2015年：サンパウロ

2016年：ソウル 2017年：アトランタ 2018年：トロント

2019年：ハンブルグ 2020年：ホノルル（中止） 2021年6月12~16日



伊藤智仁ガバナー年度を
「新たなことを始めるのではなく、今在る資源を活

用しもっと価値あるものへ変貌させる」
との指針の下

クラブと地区の活性を実現しましょう !！

最後に

、



ご清聴ありがとうございました。


